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令
和
2
年
6
月
5
日
に
「
年
金
制
度

の
機
能
強
化
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
令
和
２

年
法
律
第
40
号
）
が
公
布
さ
れ
、
令
和

4
年
10
月
か
ら
、
厚
生
年
金
保
険
の
被

保
険
者
で
あ
る
従
業
員
数
が
１
０
１
人

以
上
の
企
業
等
（「
特
定
適
用
事
業
所
」

と
い
い
ま
す
）
で
週
20
時
間
以
上
働
く

短
時
間
労
働
者
は
、
厚
生
年
金
保
険
・

健
康
保
険
（
社
会
保
険
）
の
加
入
対
象

と
な
り
ま
し
た
（
図
表
1
）。

　
そ
し
て
、
こ
と
し
10
月
か
ら
、
こ
の

短
時
間
労
働
者
の
範
囲
が
さ
ら
に
拡
大

さ
れ
ま
す
。

　
特
定
適
用
事
業
所
の
要
件
が
51
人
以

上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
そ
こ
で
働
く
短

時
間
労
働
者
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
加

入
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
図
表
1
の
②
の
部
分
）。

特
定
適
用
事
業
所
の
要
件
と
な
る

従
業
員
数
の
数
え
方

　
特
定
適
用
事
業
所
の
要
件
と
な
る
従

業
員
数
は
、
新
た
に
社
会
保
険
の
適
用

対
象
と
な
る
短
時
間
労
働
者
を
除
い
た

「
現
在
の
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
対
象

者
」
数
で
す
。
70
歳
以
上
で
健
康
保
険

に
の
み
加
入
し
て
い
る
従
業
員
数
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
（
図
表
２
）。

　
ま
た
、
使
用
さ
れ
る
従
業
員
数
が
常

時
50
人
を
超
え
る
か
否
か
の
判
定
は
、

企
業
ご
と
に
行
な
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
法
人
の
場
合
、
同
一

の
法
人
番
号
を
有
す
る
す
べ
て
の
適
用

事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険

の
被
保
険
者
で
あ
る
従
業
員
の
総
数

が
、
常
時
50
人
を
超
え
る
か
否
か
で
判

定
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
厚
生
年
金
保
険
・
健
康
保
険
　
適
用

事
業
所
検
索
シ
ス
テ
ム
」
を
使
え
ば
、

現
時
点
で
の
被
保
険
者
数
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

適
用
拡
大
に
よ
っ
て
新
た
に

特
定
適
用
事
業
所
と
な
る
場
合

　
昨
年
10
月
か
ら
こ
と
し
7
月
ま
で
の

間
に
、
６
か
月
以
上
、
使
用
さ
れ
る
従

業
員
数
が
50
人
を
超
え
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
場
合
は
、
９
月
上
旬
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
、「
特
定
適
用
事
業
所
該

当
事
前
の
お
知
ら
せ
」
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
10
月
上
旬
に
は
「
特
定

適
用
事
業
所
該
当
通
知
書
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
新
た
に
特
定
適
用
事
業
所
と
な
っ
た

事
業
所
に
、
社
会
保
険
加
入
の
要
件
を

満
た
す
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
が

い
る
場
合
は
、
被
保
険
者
資
格
取
得
手

続
き
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
い
っ
た
ん
特
定
適
用
事
業
所

と
な
っ
た
事
業
所
は
、
使
用
さ
れ
る
厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
総
数
が
常

時
50
人
を
超
え
な
く
な
っ
た
場
合
も
、

引
き
続
き
特
定
適
用
事
業
所
で
あ
る
も

の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
使
用
さ
れ
る
被
保
険
者
の

４
分
の
３
以
上
の
同
意
を
得
た
こ
と
を

証
す
る
書
類
を
添
え
、「
特
定
適
用
事

業
所
不
該
当
届
」
を
届
け
出
る
と
、
特

定
適
用
事
業
所
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
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適
用
拡
大
に
よ
る
新
た
な
加
入
対
象

者
の
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

　
週
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以

上
で
あ
る
こ
と

②�

　
所
定
内
賃
金
が
月
額
８
万
８
０
０

０
円
以
上
で
あ
る
こ
と

③�

　
２
か
月
を
超
え
る
雇
用
の
見
込
み

が
あ
る
こ
と

④
　
学
生
で
な
い
こ
と

　
①
〜
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
が
「
短
時
間
労

働
者
」
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
要

件
を
詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
週
の
所
定
労
働
時
間
が

　
　
20
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と

　「
週
の
所
定
労
働
時
間
」
と
は
、
就

業
規
則
、
雇
用
契
約
書
等
に
よ
り
、
そ

の
人
が
通
常
の
週
に
勤
務
す
べ
き
時
間

で
す
。
残
業
時
間
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、「
所
定
労
働
時
間
」
が
週
単

位
で
定
ま
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
図
表
３
の
よ
う
に
算
定
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
雇
用
契
約
書
等
に
記

載
さ
れ
た
週
の
所
定
労
働
時
間

が
20
時
間
未
満
で
あ
っ
て
も
、

実
際
の
労
働
時
間
が
連
続
す
る

２
か
月
に
お
い
て
週
20
時
間
以

上
と
な
り
、
引
き
続
き
同
様
の

状
態
が
続
い
て
い
る
、
ま
た
は

続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、
実
際
の
労
働
時
間
が
週
20

時
間
以
上
と
な
っ
た
月
の
３
か

月
目
の
初
日
に
被
保
険
者
の
資

格
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
所
定
内
賃
金
が
月
額
８
万
８

　
　
０
０
０
円
以
上
で
あ
る
こ
と

　
所
定
内
賃
金
が
月
額
８
万
８
０
０
０

円
以
上
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
基
本

給
お
よ
び
諸
手
当
の
合
計
額
で
判
断
し

ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
賃
金
は
算
入
さ

れ
ま
せ
ん
。

①�

　
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金�

（
結
婚

手
当
等
）

②�

　
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金�

（
賞
与
等
）

③�

　
時
間
外
労
働
に
対
し
て
支
払
わ
れ

る
賃
金�

、
休
日
労
働
お
よ
び
深
夜

労
働
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
賃
金

（
割
増
賃
金
等
）

④�

　
最
低
賃
金
に
お
い
て
算
入
し
な
い

こ
と
を
定
め
る
賃
金
（
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
）

　
日
給
や
時
間
給
で
賃
金
が
定
め
ら
れ

て
い
る
場
合
は
、
被
保
険
者
の
資
格
を

取
得
す
る
月
の
前
１
か
月
間
に
、
同
じ

事
業
所
に
お
い
て
同
様
の
業
務
に
従
事

し
、
か
つ
、
同
様
の
報
酬
を
受
け
る
最

も
近
似
し
た
状
態
に
あ
る
被
保
険
者
が

受
け
た
報
酬
の
額
の
平
均
額
を
算
出
し

ま
す
。
仮
に
、
同
様
の
業
務
に
従
事

し
、
か
つ
、
同
様
の
報
酬
を
受
け
る
被

保
険
者
が
い
な
い
場
合
は
、
個
別
の
雇

用
契
約
等
に
基
づ
い
て
所
定
内
賃
金
を

算
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
雇
用
契
約
書
等
で
定
め
ら
れ

た
所
定
労
働
時
間
が
週
20
時
間
以
上

で
、
所
定
内
賃
金
が
月
額
８
万
８
０
０

０
円
未
満
で
も
、
業
務
の
都
合
等
で
恒

常
的
に
労
働
時
間
が
増
加
し
、
賃
金
が

月
額
８
万
８
０
０
０
円
以
上
と
な
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
場
合
、
連
続
す
る
２
か
月

に
お
い
て
、
業
務
の
都
合
等
に
よ
り
恒

常
的
に
実
際
の
労
働
時
間
が
増
加
し
賃

金
が
月
額
８
万
８
０
０
０
円
以
上
と
な

り
、
引
き
続
き
同
様
の
状
態
が
続
い
て

い
る
、
ま
た
は
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
と
き
は
、
実
際
の
賃
金
が
月
額
８
万

８
０
０
０
円
以
上
と
な
っ
た
月
の
３
か

月
目
の
初
日
に
被
保
険
者
の
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
２
か
月
を
超
え
る
雇
用
の
見

　
　
込
み
が
あ
る
こ
と

　
最
初
の
雇
用
契
約
の
期
間
が
２
か
月

以
内
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
次
の
①
ま

た
は
②
に
該
当
す
る
（
契
約
の
更
新
が

見
込
ま
れ
る
）
場
合
は
、
要
件
を
満
た

す
も
の
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

①�

　
就
業
規
則
や
雇
用
契
約
書
そ
の
他

の
書
面
に
お
い
て
、
そ
の
雇
用
契
約

が
「
更
新
さ
れ
る
旨
」
ま
た
は
「
更

1

２

３
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新
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
旨
」
が
明
示

さ
れ
て
い
る
こ
と

②�

　
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
、
同
様

の
雇
用
契
約
に
基
づ
き
雇
用
さ
れ
て

い
る
者
が
、
契
約
更
新
等
に
よ
り
、

最
初
の
雇
用
契
約
の
期
間
を
超
え
て

雇
用
さ
れ
た
実
績
が
あ
る
こ
と

　
　
学
生
で
な
い
こ
と

　
こ
こ
で
い
う
「
学
生
」
と
は
、
主
に

高
等
学
校
の
生
徒
、
大
学
ま
た
は
短
期

大
学
の
学
生
、
専
修
学
校
に
在
学
す
る

生
徒
等
を
指
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
卒
業
後
も
引
き
続
き
当
該

適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
人
や
、
休
学
中
の
人
、
定
時

制
課
程
お
よ
び
通
信
制
課
程
に
在
学
す

る
人
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
じ
る
人

（
い
わ
ゆ
る
社
会
人
大
学
院
生
等
）
は

除
か
れ
ま
す
。

　
な
お
、
学
生
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
、
４
分
の
３

基
準
を
満
た
す
場
合
に
つ
い
て
は
、
正

社
員
等
と
同
様
に
一
般
被
保
険
者
と
し

て
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
「
社
会
保
険
適
用
拡

大
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
〜
従
業
員
数
１
０
０

人
以
下
の
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
」
で

は
、
適
用
拡
大
に
備
え
た
社
内
準
備
と

し
て
、
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
推
奨
し
て

い
ま
す
（
図
表
４
）。

　　
　
　
加
入
対
象
者
の

　
　
　
把
握

　
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
の
要
件
で
あ

る
「
従
業
員
数
51
人
以
上
」
に
該
当
す

る
場
合
は
、
特
定
適
用
事
業
所
と
な
り

ま
す
。
特
定
適
用
事
業
所
に
該
当
す
る

と
、
前
㌻
で
紹
介
し
た
４
要
件
す
べ
て

に
該
当
す
る
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
社

員
に
つ
い
て
、
短
時
間
労
働
者
と
し
て

社
会
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
な
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
社
内
に
お
け
る

加
入
対
象
者
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
つ
く
り
、
社
会
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
社
員
に
対
し
て
、
4
項
目
す
べ
て

に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
か
否
か
を
確
認
し

ま
す
。

　
す
べ
て
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
（
新
た

に
加
入
対
象
と
な
る
）
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
社
員
が
い
る
場
合
は
、
早
め
に

想
定
さ
れ
る
会
社
の
社
会
保
険
料
負
担

額
を
試
算
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
厚
生
労
働
省
の
社
会
保
険
適
用
拡

大
特
設
サ
イ
ト
に
お
い
て
、「
社
会
保

険
料
か
ん
た
ん
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
が

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
会
保
険
料
か
ん
た
ん
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
で
は
、
社
会
保
険
料
の
事
業
主
負

担
分
（
年
）
の
概
算
が
示
さ
れ
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
概
算
な
の
で
、
実
際
の
社

会
保
険
料
と
は
異
な
る
こ
と
が
あ
る
点

に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
社
内
周
知

　
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
に
伴
い
、
新

た
に
社
会
保
険
の
適
用
対
象
と
な
る
短

時
間
労
働
者
に
対
し
て
、
社
内
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
等
を
用
い
て
周
知

を
行
な
い
ま
す
。

　
社
会
保
険
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
、

手
取
り
収
入
や
保
障
さ
れ
る
内
容
な
ど

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
、
不
安
を

覚
え
る
人
も
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今

後
の
社
会
保
険
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

つ
か
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
た
と
え

ば
、
厚
生
労
働
省
の
「
社
会
保
険
適
用

拡
大
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
〜
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
の
み
な
さ
ま
へ
」
を
紹
介
し
て

お
い
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
厚
生
労
働
省
の
「
社
会
保
険
適
用
拡

大
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
は
、
年
金
制
度

お
よ
び
医
療
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
、
保
険

４ステップ
1

ステップ
２
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料
額
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
例
、
Ｑ
＆

Ａ
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
従
業
員
と
の

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
適
用
対
象
と
な
る
短
時
間
労
働
者
に

対
し
、
個
人
面
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
個
人
面
談
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
説
明
に
際
し
て
は
、

前
述
の
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
使
っ
て
、
社
会
保
険
加
入
の
メ
リ
ッ

ト
を
説
明
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

⑴�

　
社
会
保
険
の
加
入
対
象
者
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
る

　
こ
と
し
10
月
以
降
も
、
現
在
の
労
働

条
件
で
引
き
続
き
勤
務
す
る
場
合
は
、

新
た
に
社
会
保
険
の
加
入
対
象
と
な
る

こ
と
を
伝
え
ま
す
。

　
そ
の
際
、「
あ
な
た
に
つ
い
て
は
、

次
の
４
つ
の
要
件
に
該
当
し
て
お
り
、

法
的
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
」
と
伝
え
、
社
会
保
険
加
入
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

①�

　
週
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以

上
で
あ
る
こ
と

②�

　
所
定
内
賃
金
が
月
額
８
万
８
０
０

０
円
以
上
で
あ
る
こ
と

③�

　
２
か
月
を
超
え
る
雇
用
の
見
込
み

が
あ
る
こ
と

④
　
学
生
で
な
い
こ
と

⑵�

　
社
会
保
険
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝

え
る

　
社
会
保
険
に
加
入
す
る
と
、
年
金
や

医
療
の
面
で
、
よ
り
手
厚
い
保
障
が
受

け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
点
に
つ
い
て
説
明
し
、
社
会
保

険
加
入
に
つ
い
て
、
従
業
員
に
納
得
し

て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
ま
と
め
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
　
年
金

　
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
い
わ
ゆ
る
年
金
が
２
階
建
て
に

な
り
ま
す
。
１
階
が
国
民
年
金
（
老
齢

基
礎
年
金
）
部
分
、
２
階
が
厚
生
年
金

（
老
齢
厚
生
年
金
）
部
分
で
す
。

　
こ
の
厚
生
年
金
（
老
齢
厚
生
年
金
）

は
終
身
年
金
な
の
で
、
老
後
の
生
活
資

金
の
面
で
は
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
も
同

様
に
２
階
建
て
と
な
り
、
病
気
や
怪
我

で
障
害
状
態
に
な
っ
た
り
、
被
保
険
者

が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
に
対
す
る

保
障
が
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
　
医
療

　
健
康
保
険
に
は
、
傷
病
手
当
金
、
出

産
手
当
金
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
民
健
康
保
険
に

は
設
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
説
明
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

⑶�
　
保
険
料
が
給
与
天
引
き
に
な
る
こ

と
、
会
社
が
保
険
料
を
半
額
負
担
す

る
こ
と
を
伝
え
る

　
健
康
保
険
料
、
厚
生
年
金
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
給
与
か
ら
控
除
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
分
、
手
取
り
額

は
減
り
ま
す
が
、
一
方
で
保
険
料
の
半

額
は
会
社
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
（
図
表
５
）。

　
保
険
料
の
支
払
い
で
は
、
有
利
な
面

も
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

⑷�

　
社
会
保
険
加
入
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を

伝
え
る

　
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
想
定
さ

れ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
伝
え
ま
す
。
た
と

え
ば
次
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
で
す
。

①
　
保
険
料

　
適
用
対
象
と
な
る
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
社
員
が
結
婚
し
て
い
て
、
夫
（
ま

た
は
妻
）
の
扶
養
に
入
っ
て
い
る
と
し

ま
す
。
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者

で
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
納
付
し
な
く

て
も
、
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
部
分
）

に
つ
い
て
は
「
保
険
料
納
付
済
期
間
」

と
し
て
、
将
来
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ

・
傷
病
手
当
金

　
被
保
険
者
が
業
務
外
の
事
由
に
よ
る

療
養
の
た
め
、
仕
事
を
休
ん
で
給
与
の

支
払
い
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
に
、
傷

病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
。

　
支
給
期
間
は
、
支
給
開
始
日
か
ら
起

算
し
て
、
通
算
１
年
６
か
月
ま
で
。

　
支
給
額
は
、
１
日
に
つ
き
、
直
近
12

か
月
の
標
準
報
酬
月
額
を
平
均
し
た
額

の
30
分
の
１
に
相
当
す
る
額
の
３
分
の

２
に
相
当
す
る
金
額
。

・
出
産
手
当
金

　
女
性
の
被
保
険
者
が
、
出
産
の
た
め

仕
事
を
休
み
、
給
与
の
支
払
い
を
受
け

な
か
っ
た
場
合
に
、
出
産
手
当
金
が
支

給
さ
れ
る
。

　
支
給
期
間
は
、
基
本
的
に
、
出
産
の

日
以
前
42
日
か
ら
出
産
の
翌
日
以
後
56

日
目
ま
で
の
範
囲
内
。

　
支
給
額
の
計
算
方
法
は
、
傷
病
手
当

金
と
同
じ
。

ステップ
３
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る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
保
険
も
被
扶
養
者
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
、
保
険
料
を
負
担
す
る

こ
と
な
く
、
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
は
自
分
自
身
が
被
保

険
者
に
な
る
の
で
、
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
か
た
ち
で
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
　
家
族
手
当
（
扶
養
手
当
）

　
夫
（
ま
た
は
妻
）
の
会
社
で
は
、
配

偶
者
が
扶
養
家
族
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

家
族
手
当
（
扶
養
手
当
）
を
こ
れ
ま
で

支
給
し
て
い
た
と
し
ま
す
。

　
あ
く
ま
で
も
、
夫
（
ま
た
は
妻
）
の

会
社
の
規
定
次
第
で
は
あ
り
ま
す
が
、

配
偶
者
が
社
会
保
険
の
扶
養
か
ら
外
れ

て
被
保
険
者
と
な
る
と
、
配
偶
者
の
家

族
手
当
（
扶
養
手
当
）
は
支
給
対
象
外

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
、
伝

え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

⑸�

　
今
後
の
働
き
方
に
つ
い
て
の
希
望

を
確
認
す
る

　
⑴
〜
⑷
ま
で
を
説
明
し
た
う
え
で
、

10
月
か
ら
社
会
保
険
へ
の
加
入
を
進
め

て
よ
い
か
を
確
認
し
ま
す
。
前
述
の
よ

う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
た
め
、
従
業

員
の
意
思
を
確
認
し
て
対
応
す
る
と
よ

い
と
考
え
ま
す
。

　
社
会
保
険
の
加
入
手
続
き
を
進
め
た

結
果
、
従
業
員
が
そ
の
こ
と
に
不
満
を

感
じ
て
退
職
し
て
し
ま
い
、
貴
重
な
人

材
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
仮
に
、
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い
こ

と
を
前
提
と
し
た
働
き
方
を
希
望
す
る

場
合
は
、
希
望
を
考
慮
し
た
労
働
条
件

に
変
更
す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
険
加
入
を
契
機
に
、

労
働
条
件
の
見
直
し
に
つ
い
て
話
し
合

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
た

と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
週
20
時
間
勤
務
で

あ
っ
た
の
を
週
30
時
間
勤
務
と
し
、
労

働
時
間
を
長
く
す
る
こ
と
で
、
社
会
保

険
適
用
前
よ
り
も
手
取
り
額
が
多
く
な

る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
場
合
に
よ
っ
て
は
正
社
員
に
登
用

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
権
限
と
責
任
を

付
与
す
る
こ
と
で
、
会
社
へ
の
貢
献
度

を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
も
検
討
に
値
す

る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
書
類
の

　
　
　
作
成・届
出

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
新
た
に
特
定

適
用
事
業
所
と
な
る
通
知
が
届
い
た

ら
、
該
当
す
る
短
時
間
労
働
者
が
い
る

場
合
は
「
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
を

作
成
し
、
10
月
７
日
（
5
日
が
土
曜
日

の
た
め
）
ま
で
に
届
け
出
ま
す
。

　
政
府
が
短
時
間
労
働
者
へ
の
社
会
保

険
の
適
用
拡
大
を
進
め
る
一
方
で
、
配

偶
者
等
の
扶
養
の
範
囲
内
で
働
き
た
い

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
が
、
社
会

保
険
に
加
入
せ
ず
に
済
む
「
年
収
の

壁
」
を
意
識
し
て
就
労
時
間
を
調
整

し
、
そ
の
結
果
、
企
業
が
人
手
不
足
に

陥
っ
て
し
ま
う
問
題
が
生
じ
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
年
収
の
壁
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、
政
府
は
「
年
収
の
壁
・
支
援

強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
作
成
し
、
年
収

の
壁
を
意
識
せ
ず
に
働
け
る
環
境
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
厚
生
年
金
・
健
康
保
険

の
「
１
０
６
万
円
の
壁
」
対
応
と
し
て

用
意
さ
れ
た
の
が
、「
社
会
保
険
適
用

促
進
手
当
」
と
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助

成
金
（
社
会
保
険
適
用
時
処
遇
改
善
コ

ー
ス
）」
で
す
。

社
会
保
険
適
用

促
進
手
当

　「
社
会
保
険
適
用
促
進
手
当
」
と
は
、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
が
社
会
保

険
に
加
入
す
る
に
あ
た
り
、
事
業
主
が

従
業
員
の
保
険
料
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
手
当
（
た
だ
し
、
給
与
・
賞
与
と

は
別
に
支
給
さ
れ
る
も
の
に
限
り
ま

す
）
を
支
給
し
た
際
、
最
大
2
年
間
、

新
た
に
発
生
し
た
本
人
負
担
分
の
保
険

料
相
当
額
を
上
限
と
し
て
、
保
険
料
算

定
の
基
礎
と
な
る
標
準
報
酬
月
額
・
標

準
賞
与
額
に
含
め
な
く
て
よ
い
こ
と
と

す
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
新
た
に
社
会
保

険
の
適
用
と
な
っ
た
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
社
員
で
、
標
準
報
酬
月
額
が
10
万

４
０
０
０
円
以
下
の
人
で
す
。
特
定
適

用
事
業
所
に
勤
め
る
短
時
間
労
働
者
で

あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
す
で
に
社
会
保
険
に
加
入
し

て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
同
一
事
業

所
内
で
同
じ
条
件
（
標
準
報
酬
月
額
が

10
万
４
０
０
０
円
以
下
）
で
働
く
他
の

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
に
同
水
準

の
手
当
を
特
例
的
に
支
給
す
る
場
合

は
、
社
会
保
険
適
用
促
進
手
当
に
準
じ

る
も
の
と
し
て
、
標
準
報
酬
の
算
定
に

含
め
な
い
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ステップ
４
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た
と
え
ば
、
年
収
１
０
６
万
円
の
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
が
、
こ
と
し

10
月
の
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
に
よ

り
、
厚
生
年
金
・
健
康
保
険
に
加
入
し

た
場
合
、
年
間
で
16
万
円
の
保
険
料
負

担
が
生
じ
ま
す
（
図
表
６
）。

　
そ
こ
で
、
減
っ
た
手
取
り
額
を
事
業

主
が
手
当
と
し
て
支
給
し
た
と
し
ま
し

ょ
う
。
こ
の
場
合
の
年
収
は
１
２
２
万

円
（
１
０
６
万
円
＋
16
万
円
）
で
す
。

　
た
だ
し
、
通
常
で
あ
れ
ば
、
年
収
が

増
え
る
と
標
準
報
酬
月
額
も
増
え
る
の

で
、
負
担
す
る
保
険
料
も
増
加
し
ま

す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
年
２
万
円
増

加
し
、
年
間
の
保
険
料
負
担
額
は
18
万

円
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
手
取

り
の
年
収
は
１
２
２
万
円

−

18
万
円
＝

１
０
４
万
円
で
す
。

　
さ
ら
に
、
事
業
主
に
も
年
間
18
万
円

の
保
険
料
負
担
が
生
じ
ま
す
。

　
し
か
し
、
社
会
保
険
適
用
促
進
手
当

は
、
保
険
料
算
定
の
基
礎
と
な
る
標
準

報
酬
月
額
の
算
定
か
ら
除
外
さ
れ
る
の

で
、
年
収
１
０
６
万
円
の
ま
ま
で
保
険

料
が
算
出
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
手
取
り
年
収
は
、
１
２

２
万
円

−

16
万
円
＝
１
０
６
万
円
と
加

入
前
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
事

業
主
が
負
担
す
る
保
険
料
も
、
年
間
16

万
円
と
な
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
（
社
会

保
険
適
用
時
処
遇
改
善
コ
ー
ス
）

　
令
和
５
年
10
月
、「
年
収
の
壁
」
に

対
応
す
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助

成
金
に
「
社
会
保
険
適
用
時
処
遇
改
善

コ
ー
ス
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
一
定

の
要
件
を
満
た
す
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
社
員
を
新
た
に
社
会
保
険
に
加
入
さ

せ
、
収
入
を
増
加
さ
せ
る
取
組
み
を
行

な
っ
た
事
業
主
に
対
し
、
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
社
員
１
人
に
つ
き
最
大
50
万

円
を
助
成
す
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
社
会
保
険
適
用
時
処
遇
改
善
コ
ー
ス

に
は
、
①
手
当
等
支
給
メ
ニ
ュ
ー
、
②

労
働
時
間
延
長
メ
ニ
ュ
ー
、
③
併
用
メ

ニ
ュ
ー
の
３
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
（
図
表
７
）。

　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
を
受
給
す

る
に
は
、
事
前
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
計

画
書
を
作
成
し
、
取
組
み
を
開
始
す
る
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日
の
前
日
ま
で
に
、
管
轄
労
働
局
へ
提

出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
に
新
た
に
社
会
保
険

の
加
入
要
件
を
満
た
し
た
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
社
員
を
社
会
保
険
に
加
入
さ

せ
た
事
業
主
で
す
。

　
な
お
、
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
内
容

が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
　
手
当
等
支
給
メ
ニ
ュ
ー

　
事
業
主
が
従
業
員
に
社
会
保
険
を
適

用
さ
せ
る
際
に
、「
社
会
保
険
適
用
促

進
手
当
」
の
支
給
等
に
よ
り
、
労
働
者

の
収
入
を
増
加
さ
せ
る
場
合
に
助
成
す

る
も
の
で
す
。

　
支
給
要
件
、
助
成
額
等
は
前
㌻
図
表

7
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

②
　
労
働
時
間
延
長
メ
ニ
ュ
ー

　
所
定
労
働
時
間
の
延
長
に
よ
り
社
会

保
険
を
適
用
さ
せ
る
場
合
（
ま
た
は
社

会
保
険
を
適
用
さ
せ
る
際
に
所
定
労
働

時
間
を
延
長
す
る
場
合
）
に
、
事
業
主

に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
支
給
要
件
、
助
成
額
等
は
図
表
7
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

③
　
併
用
メ
ニ
ュ
ー

　
１
年
目
に
①
手
当
等
支
給
メ
ニ
ュ
ー

の
取
組
み
を
行
な
い
、
２
年
目
に
②
労

働
時
間
延
長
メ
ニ
ュ
ー
の
取
組
み
を
行

な
っ
た
場
合
に
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
支
給
要
件
、
申
請
時
期
、
助
成
額
は

図
表
７
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
短
時
間
労
働
者
に
対
す
る
社
会
保
険

の
適
用
拡
大
は
、
新
た
に
社
会
保
険
が

適
用
さ
れ
る
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
社

員
だ
け
で
な
く
、
保
険
料
額
の
半
分
を

負
担
す
る
事
業
主
の
負
担
増
加
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
対
応
策

を
考
え
ま
す
。

国
の
支
援
策
の
活
用
に
よ
る

保
険
料
負
担
の
軽
減

　
ま
ず
、
国
の
支
援
策
で
あ
る
社
会
保

険
適
用
促
進
手
当
の
活
用
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
社
会
保
険
適
用
促
進
手
当
は
、

最
大
2
年
間
と
は
い
え
、
標
準
報
酬
月

額
・
標
準
賞
与
額
の
算
定
に
お
い
て
考

慮
し
な
い
取
扱
い
な
の
で
、
当
面
の
社

会
保
険
料
負
担
を
軽
減
で
き
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
助
成
金
（
社
会
保
険
適
用
時
処

遇
改
善
コ
ー
ス
）
も
活
用
し
、
負
担
の

軽
減
を
図
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
一
部
の
従
業
員
の
み
に
こ

う
し
た
特
別
な
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

は
、
従
業
員
間
の
公
平
性
の
観
点
か
ら

適
さ
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
活
用
に
際

し
て
は
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

社
会
保
険
へ
の
加
入
を
望
ま
な
い

従
業
員
へ
の
対
応

　
社
会
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
社

会
保
険
料
負
担
が
増
え
る
こ
と
、
夫

（
ま
た
は
妻
）
の
会
社
か
ら
家
族
手
当

（
扶
養
手
当
）
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る

こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
会
社
が
社
会
保

険
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
た
と
し
て

も
、
頑
な
に
社
会
保
険
へ
の
加
入
を
拒

否
す
る
従
業
員
が
出
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
や
む
を
得
ず
従

業
員
の
要
望
を
考
慮
し
て
、
社
会
保
険

加
入
と
な
ら
な
い
働
き
方
を
提
案
す
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
も
っ
と
も
、
社
会
保
険
の
適
用
拡
大

の
要
件
で
あ
る
「
学
生
で
な
い
こ
と
」

「
２
か
月
を
超
え
る
雇
用
の
見
込
み
が

あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
見
直
す
こ

と
が
難
し
い
部
分
で
す
。
ま
た
、「
所

定
内
賃
金
が
月
額
８
万
８
０
０
０
円
以

上
で
あ
る
こ
と
」
も
、
賃
金
が
下
が
る

こ
と
は
従
業
員
に
と
っ
て
抵
抗
が
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
対
応
が
難
し
い
面

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
あ
え
て
見
直
す
と
す

る
な
ら
、「
週
の
所
定
労
働
時
間
が
20

時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
」
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
週
の
所
定
労
働
時
間
が

20
時
間
の
従
業
員
に
対
し
、
今
後
は
週

18
時
間
勤
務
と
し
、
そ
の
代
わ
り
に
少

し
時
給
を
上
げ
る
よ
う
に
調
整
し
て
対

応
す
る
な
ど
で
す
。
勤
務
時
間
が
少
な

く
な
っ
た
う
え
に
時
給
が
上
が
る
わ
け

で
す
か
ら
、
従
業
員
に
と
っ
て
は
働
き

や
す
さ
に
つ
な
が
り
、
こ
う
し
た
変
更

に
対
し
て
納
得
し
、
雇
用
の
継
続
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い

デ
メ
リ
ッ
ト
（
厚
生
年
金
に
入
れ
な

い
、
傷
病
手
当
金
の
対
象
外
等
）
も
あ

る
の
で
、
社
会
保
険
に
あ
え
て
加
入
し

な
い
こ
と
が
従
業
員
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
も
、
丁
寧
に
説
明
し
て
お
く
こ

と
が
前
提
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
●▲

さ
か
も
と

　な
お
き

　２
０
０
３
年
に
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
を
開
業
。
得
意
分
野
は
、
人
事
労
務
顧
問
サ
ー
ビ
ス
、
就
業
規

則
の
作
成
・
改
訂
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
残
業
対
策
。経
営
理
念
は
、「
会
社
と
社
員
の
活
力
と
安
心
の
サ
ポ
ー
ト
」。


